
つ
る
が
の
四
季

発
行
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ま
ち
な
か
に
残
る
敦
賀
城
の
伝
承

そ
の
ほ
か
に
も
敦
賀
城
の
伝
承
は
点
在
し

て
い
ま
す
。
八
幡
神
社
に
は
、
敦
賀
城
の
欄

間
や
礎
石
、
鬼
瓦
、
吉
継
が
寄
進
し
た
と
さ

れ
る
石
灯
篭
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
来
迎
寺

に
は
敦
賀
城
中
門
、
客
殿
に
は
腰
高
障
子（
県

文
化
財
指
定
）
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
真
願

寺
の
境
内
に
は
、
敦
賀
城
の
乾い

ぬ
い
も
ん門
跡
の
礎
石

が
残
り
、
城
跡
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
第
に
春
め
き
、
町
歩
き
が
楽
し
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
幻
と
言
わ
れ
た
敦
賀
城

の
足
跡
を
辿
り
、
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
の

も
一
興
で
す
。

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

⃝

気
比
史
学
会 （
川
村
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０
・
２
０
９
２
・
８
２
４
７

敦
賀
西
小
学
校
の
発
掘
調
査
で 

敦
賀
城
の
建
物
跡
が
出
土

か
つ
て
敦
賀
に
築
か
れ
て
い
た
「
敦
賀
城
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

敦
賀
城
は
、
天
正
11
年
（
１
５
８
３
）
に

秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
蜂は

ち

屋や

頼よ
り

隆た
か

が
築
城
に

着
手
。
天
正
17
年
（
１
５
８
９
）
に
頼
隆
が

病
死
し
た
後
、
大
谷
吉よ

し

継つ
ぐ

が
領
主
と
な
り
、

整
備
拡
充
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
１
６
０
０
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
で
吉

継
は
自
害
し
、
１
６
１
５
年
に
江
戸
幕
府
が

発
令
し
た
一
国
一
城
令
に
よ
り
、
築
城
か
ら

わ
ず
か
30
余
年
で
姿
を
消
し
ま
し
た
。

長
く
文
献
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
「
幻
の
城
」
と
も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
２
０
１
０
年
に
行
わ
れ
た
敦
賀
西
小
学

校
新
校
舎
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
敦
賀
城

の
築
か
れ
た
16
世
紀
末
頃
の
建
物
跡
が
出

土
。
地
下
約
２
メ
ー
ト
ル
の
地
層
か
ら
柱
を

置
い
た
礎そ

石せ
き

や
同
時
代
の
陶
磁
器
、
瓦
な
ど

が
発
見
さ
れ
、
改
め
て
そ
の
存
在
に
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。

大
谷
吉
継
が
町
割
り
し
、 

敦
賀
湊
の
基
礎
を
築
く

遺
構
や
伝
承
か
ら
推
定
さ
れ
る
敦
賀
城
の

立
地
は
、
旧
笙
ノ
川
河
口
域
の
左
岸
付
近
。

現
在
の
結
城
町
と
三
島
町
１
丁
目
に
ま
た
が

る
南
北
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
当
た
り
ま
す
。

敦
賀
城
は
水
城
で
、
慶
長
国
絵
図
に
記
さ

れ
た
敦
賀
城
に
は
三
層
の
天
守
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
敦
賀
城
の
領
主
と
な
っ
た
大
谷
吉

継
は
、
旧
笙
ノ
川
河
口
左
岸
の
低
湿
地
を
埋

め
立
て
て
城
域
を
整
備
し
、
右
岸
の
町
割
を

行
い
ま
し
た
。
吉
継
は
地
方
支
配
に
優
れ
た

統
治
者
で
、
当
時
の
敦
賀
が
軍
事
・
物
流
の

最
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
敦
賀
湊
の

発
展
に
つ
な
が
る
都
市
計
画
や
商
人
の
育
成

に
努
め
ま
し
た
。
一
国
一
城
令
で
廃
城
と

な
っ
た
後
の
敦
賀
城
跡
に
は
小
浜
藩
の
陣

屋
・
奉
行
所
・
代
官
所
な
ど
が
建
て
ら
れ
、

明
治
の
廃
藩
置
県
後
で
敦
賀
県
と
な
る
と
県

庁
が
お
か
れ
ま
し
た
。

敦
賀
西
小
学
校
近
く
に
あ
る
敦
賀
市
文
化

振
興
課
分
室
に
は
、
敦
賀
西
小
学
校
か
ら
の

出
土
遺
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
遺
構
が
出

土
し
た
敦
賀
西
小
学
校
校
門
前
に
は
、
そ
ん

な
敦
賀
城
の
足
跡
を
記
し
た
石
碑
が
建
て
ら

れ
て
お
り
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま�

す
。

敦賀城の遺構が出土した敦賀西小学校前の石
碑。「敦賀城の跡」と題され、城とその後の歴史
について紹介しています。

文化振興課分室に展示された敦賀町奉行所跡の
出土遺物。このうちのいくつかは敦賀城の時代
に遡る可能性があります。  提供／敦賀市教育委員会

来迎寺の木製加飾腰高障子（13 枚の中の 2 枚）
／桃山時代。敦賀城から伝わったとされるもの
で、県の文化財に指定されています。

三ノ丸八幡神社

西小学校

敦賀病院

真願寺

旧笙ノ川

足軽屋敷

御
茶
屋

絵図に記載されている公共施設
西小学校の位置にある町奉行所、代官屋敷
今回の調査範囲

敦賀城および敦賀町奉行所、代官屋敷の位置

伝承による東、西、南堀跡

敦賀町絵図（1720 年頃）

現在の西小学校周辺地図

鳥衾瓦

瓦を含む層

炭を含む層

湿地帯の層

裁判所石垣

平成２１年 ２００９年 校舎の移転新築により発掘調査が行われる

昭和４０年 １９６５年 敦賀地方裁判所の移転により建物撤去

昭和３３年 １９５８年 西小学校で最初の鉄筋コンクリート
校舎が完成する

明治４２年 １９０９年 敦賀高等小学校、敦賀女学校が
移転新築される（今の西小学校）

明治２０年 １８８７年 敦賀区裁判所が新築される

明治１４年 １８８１年 現在の福井県ができる

明治９年 １８７６年 若狭と敦賀が滋賀県に編入される

明治６年 １８７３年 敦賀県の成立により
奉行所跡地に敦賀県庁が新築される

文化４年 １８０７年 洪水により、敦賀町ほぼ全体が浸水

元禄７年 １６９４年 洪水により、敦賀町全体が浸水

寛永１１年 １６３４年 敦賀が若狭小浜藩領となる

寛永元年 １６２４年 敦賀町奉行所、代官所が建てられる

元和２年 １６１６年 敦賀城が破却される

慶長７年 １６０２年 陣屋（御茶屋）が整備される

慶長５年 １６００年 関ヶ原の戦い。この年敦賀城天守が焼失？

天正１７年 １５８９年 大谷 吉継が敦賀城を拡張、整備する

天正１１年 １５８３年 これ以降に蜂屋 頼隆により敦賀城築城開始

西小学校発掘調査関連歴史年表 西小学校発掘調査土層図

現 

代

明 

治 

時 

代

江 

戸 

時 

代

戦 

国 

時 

代

室 

町 

時 

代

西小学校 発掘調査　現地説明会　図版資料

平成 22年３月 22 日　敦賀市教育委員会

①

②

④

③

⑤

遺物の出土位置とその年代

①　木簡「大金町」、磁器「汽船…」

②　灯明皿：17世紀中葉、染付磁器：17世紀代

④　瀬戸焼志野向付：16世紀末、輪花皿：16世紀中葉、天目茶碗：16世紀中葉

⑤　越前焼すり鉢：14世紀末～15世紀前半

礎石

礎石

礎石

礎石

礎石

③　整地層に含まれていた瓦

軒丸瓦
敦賀城があったと推定されるエリア。敦賀西小学校を中心に
結城町と三島町にまたがる範囲が該当します。

提供／敦賀市教育委員会

敦賀城

約
30
年
で
姿
を
消
し
た

幻
の
城
、敦
賀
城
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